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【成人証書代表受領者】
山本　諒さん（喜多方地区）

【成人証書代表受領者】
長井菜摘さん（熱塩加納地区）

【成人証書代表受領者】
小林祐子さん（塩川地区）

【新成人の主張】
横山拓也さん（高郷地区）

【新成人の主張】
遠藤万里さん（熱塩加納地区）

【二十歳の誓い】
高橋由輝さん（山都地区）

【成人証書代表受領者】
渡部ひよりさん（山都地区）

【成人証書代表受領者】
齋藤花菜さん（高郷地区）

【小学生からのお祝いメッセージ】
古川智也さんと眞壁来海さん

（第三小学校）　　　　　　　
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平
成
２７
年
成
人
式
が
１
月
１１
日
、
喜
多

方
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
新
成
人
４
６
０
人
の

出
席
の
も
と
、
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

式
の
前
に
は
、
市
内
各
中
学
校
の
卒
業

ア
ル
バ
ム
の
写
真
を
編
集
し
た
ス
ラ
イ
ド

が
上
映
さ
れ
、
懐
か
し
い
思
い
出
の
写
真

が
映
し
出
さ
れ
る
た
び
に
、
大
き
な
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

式
は
吉
田
滋
喜
教
育
委
員
長
の
開
式
の

辞
で
始
ま
り
、山
口
信
也
市
長
か
ら
の「
社

会
の
動
き
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
自
分

の
目
標
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
自
由
な
発

想
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
何
事
に
も
意
欲

的
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
の
式
辞
に
続

き
、
新
成
人
代
表
５
人
に
成
人
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
齋
藤
仁
一
市
議
会
議

長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
あ

と
、
市
立
第
三
小
学
校
６
年
の
古
川
智
也

さ
ん
と
眞
壁
来
海
さ
ん
の
２
人
か
ら
「
私

た
ち
も
、
今
日
の
先
輩
方
の
姿
を
目
に
焼

き
付
け
、
よ
い
手
本
と
し
て
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。」
と
、
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
新

成
人
を
代
表
し
て
横
山
拓
也
さ
ん
と
遠
藤

万
里
さ
ん
が
決
意
や
夢
を
堂
々
と
発
表
し

ま
し
た
。

最
後
に
、
高
橋
由
輝
さ
ん
が
「
一
人
ひ

と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
実
現
の
た
め
、

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
努
力
し
、

成
長
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
お
誓
い
い
た
し

ま
す
。」
と
二
十
歳
の
誓
い
を
述
べ
ま
し

た
。生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２４
）５
３
１
８

平
成
27
年

成
人
式

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う

問問
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大人の自覚もち、決意を新たにする新成人の皆さん 懐かしいスライドの写真に歓声が上がりました

　新成人に聞きました「喜多方に望むことは」

　新成人に聞きました「成人になっての抱負・決意」

須藤 徳仁さん
（ラーメンをもっ
と海外に広めてほ
しい。）

砂子 実花さん
（お世話になった
方々に感謝しなが
ら働きます。）

若菜 優雅さん
（子ども達が楽し
く遊べる環境やイ
ベントなどをもっ
と増やし、喜多方
市の活性化に努
めてもらいたい）

大竹 朱吏さん
（自分の夢を叶え
る!そして親孝行
する!）

佐藤 朱莉さん
（もっと活気のあ
る町へ!!）

齋藤 有希さん
（成人として責任
を持った行動をし
たいです。）

高橋龍大朗さん
（若者が離れてい
かない魅力あるま
ちになってほしい）

横山 拓海さん
（成人になって、
誰かの役に立つ
仕事をしていきた
い!!）

原 華子さん
（若者が戻って来
やすいような市に
なってほしいで
す。）

本間いづみさん
（温かい気持ちを
大切にしていきた
いです。）

石井 瑞希さん
（24時間営業を増
やすべき）

鈴木 一成さん
（大人としての自
覚を持って喜多
方市の貢献に努
めます。）
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一般会計は11億6,234万円の黒字決算
　平成25年度一般会計の決算額は、歳入が273億3,514万円（収納
率98.0%）、歳出が261億7,280万円（執行率94.5%）となり、歳入歳
出差引では11億6,234万円の黒字となりましたが、翌年度へ繰り
越すべき財源1億2,923万円を控除した実質収支額は、10億3,311
万円でした。

平成25年度

決算
平成25年度一般会計の決算状況

●一般会計決算歳入の概要
　歳入は、市税や使用料及び手数料な
ど自治体自らが集めるお金｢自主財源｣
と、地方交付税や市債など国、県から
交付されるお金｢依存財源｣に分かれて
います。
　自主財源は、前年度と比較して6億
3,462万円（8.2%）の増となっています。
　この主な要因は市税、基金繰入金お
よび繰越金が増加したことなどにより
ます。
　依存財源は、前年度と比較して34億
4,550万円（15.4%）の減となっています。
　この主な要因は地方交付税や地域給
付金給付事業交付金などの県支出金な
どが減少したためです。

●一般会計決算歳出の概要
　歳出において、道路橋梁費・都市計
画費および公営住宅管理経費に使われ
る土木費は、2億4,561万円（8.8％）の増
となっており、中小企業振興対策経費
や観光振興諸費・観光施設管理経費お
よび保養施設管理経費に使われる商工
費も1億1,133万円（9.1％）の増となって
います。
　また、新本庁舎建設事業、徴税、戸
籍住民基本台帳、選挙などに使われる
総務費ですが、前年度と比較して、23
億5,665万円（△29.9%）の減となってい
ます。

歳

歳

入

出

273億3,514万円

261億7,280万円

市税 
48億546万円
17.6%市債

28億2,043万円
10.3%

地方交付税
110億675万円, 40.3%

国庫支出金
23億1,027万円, 8.5%

県支出金
19億4,070万円, 7.1%

地方譲与税など
9億22万円, 3.2%

財産収入など 
30億6,091万円, 11.2%

分担金及び負担金 
2億1,482万円, 0.8%

使用料及び手数料
2億7,558万円, 1.0%

自主財源
30.6％依存財源

69.4％

総務費
55億756万円
21.0%

民生費
56億1,031万円
21.4%

衛生費
29億2,934万円
11.2%

農林水産業費
14億558万円, 5.4%

商工費
13億3,535万円, 5.1%

土木費
30億1,095万円
11.5%

消防費など
（議会費、災害復旧費、
労働費含む） 
15億4,421万円
 5.9%

教育費
24億3,481万円
9.3% 公債費

23億9,469万円, 9.2%
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平成25年度の決算が、12月定例市議会で認定されました。
その内容についてお知らせします。

問 財政課 財政班☎（24）5213問 問

●平成25年度　各特別会計の決算状況  
会　　計　　名 収入済額 支出済額

国民健康保険事業特別会計 66億2,676万円 60億2,690万円
後期高齢者医療事業特別会計 5億997万円 5億913万円
介護保険事業特別会計 46億7,286万円 45億7,128万円
公有林整備事業特別会計 426万円 426万円
喜多方西部土地区画整理
事業特別会計 5,031万円 5,031万円

塩川駅西土地区画整理
事業特別会計 1億418万円 1億418万円

農業集落排水事業特別会計 1億9,712万円 1億9,712万円
下水道事業特別会計 14億4,147万円 14億4,147万円
山都簡易水道事業等特別会計 9億4,417万円 9億4,417万円
高郷簡易水道事業特別会計 9,737万円 9,737万円
駒形財産区特別会計 910万円 22万円
一ノ木財産区特別会計 4,159万円 60万円
早稲谷財産区特別会計 2,066万円 46万円

●平成25年度財政指標

実質公債費比率
　年間の借金返済額の割合。18％
以上になると地方債の発行に国
の許可が必要となり、25％を超
えると単独事業の地方債の発行
が認められなくなります。

15.0％

経常収支比率
　市債の返済など義務的な経費
に市税など経常的な財源が充て
られる割合。数値が高いほど財
政的に弾力性がないことを意味
します。一般的に70％から80％
程度が望ましいとされています。

82.2％

財政力指数
　標準的な行政サービスをする
ためのお金を自ら賄える割合。
指数が高いほど財政的に裕福な
団体となります。

0.368

【市税負担】：市民の皆さんから負担して頂いた税金は…
　1人当たりの負担額（市税÷人口） 9万3,996円
　1世帯当たりの負担額（市税÷世帯数） 25万9,474円

【市民サービス】：1人当たり、1世帯当たりに使われたお金は…
　1人当たりのサービス（歳出決算額÷人口） 51万1,947円
　1世帯当たりのサービス（歳出決算額÷世帯数） 141万3,218円
～市民サービスをもっと詳しくみてみると～
　歳出決算額を目的別に分類し、1人当たりの額を算出した金額は次のとおりです。

総務費
107,729円

民生費
109,739円

衛生費
57,299円

農林水産業費
27,493円

商工費
26,120円

土木費
58,895円

教育費
47,626円

公債費
46,841円

その他
（消防費、議会費、災害復旧費、労働費）

30,205円

～市民1人当たり・1世帯当たりの
　　　　市税負担と市民サービスはどうなっているの？～

※平成26年3月31日現在の住民基本台帳人口5万1,124人・世帯数1万8,520世帯にて算出
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《
主
な
用
語
の
意
味
》

一
般
会
計

地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
中
心
を
な
す
会
計
で
、
行
政

運
営
の
基
本
的
な
経
費
全
般
を
計
上
す
る
会
計
で
す
。

国
県
支
出
金

国
、
県
の
事
務
、
事
業
を
行
っ
た
場
合
や
社
会
資
本
の

た
め
の
事
業
な
ど
特
定
の
目
的
の
財
源
と
し
て
、
国
や
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

公
債
費

市
が
学
校
建
設
、
道
路
改
良
、
上･

下
水
道
の
整
備
な
ど
の

た
め
に
借
り
入
れ
し
た
お
金
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料

使
用
料
は
、
市
が
有
す
る
行
政
財
産
や
公
の
施
設
を
使

用
さ
せ
た
場
合
に
そ
の
使
用
さ
れ
た
方
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。（
公
営
住
宅
使
用
料
な
ど
）

手
数
料
は
、
市
が
特
定
の
方
の
た
め
に
行
う
業
務
に
対
し

納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。（
各
種
証
明
手
数
料
な
ど
）

財
産
収
入

市
が
有
す
る
財
産
を
貸
し
た
り
売
却
し
た
り
し
た
場
合

な
ど
に
生
じ
る
現
金
収
入
を
い
い
ま
す
。

繰
入
金

地
方
公
共
団
体
の
各
会
計
間
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

基
金
な
ど
の
会
計
間
に
お
け
る
現
金
の
移
動
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

繰
越
金

余
っ
た
お
金
を
翌
年
度
の
財
源
と
し
て
繰
り
越
す
も
の

を
い
い
ま
す
。

市

債
学
校
建
設
、
道
路
の
整
備
、
上･

下
水
道
の
整
備
な
ど
の

た
め
、
県
知
事
の
同
意
な
ど
を
受
け
て
政
府
資
金
や
金
融

機
関
か
ら
借
り
入
れ
し
、
長
期
に
わ
た
り
返
済
し
て
い
く

も
の
で
す
。

特
別
会
計

一
般
会
計
に
対
し
、
特
定
の
目
的
の
歳
入
歳
出
に
つ
い

て
経
理
す
る
た
め
、条
例
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
会
計
で
す
。

地
方
譲
与
税

国
の
税
金
の
一
部
が
一
定
の
基
準
に
よ
り
市
に
譲
与
さ

れ
る
税
金
を
い
い
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
や
地
方
揮
発
油

譲
与
税
が
該
当
し
ま
す
。

地
方
交
付
税

地
方
自
治
体
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
是
正
し
、
す
べ
て

の
地
方
公
共
団
体
が
合
理
的
か
つ
妥
当
な
水
準
の
行
政
活

動
を
行
う
の
に
必
要
な
財
源
を
保
証
す
る
目
的
で
、
国
が

徴
収
す
る
税
金（
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
な
ど
）

の
中
か
ら
市
の
財
政
需
要
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

も
の
で
す
。

総務費
新本庁舎建設事業費 16億2,342万円
電子計算機管理経費 2億6,324万円
交通政策経費 1億1,948万円

民生費
障がい者福祉援護経費 5億7,111万円
高齢者福祉施設管理経費 1億4,865万円
老人保護措置経費 1億2,167万円
保育所運営委託経費 3億2,677万円
児童手当支給経費 7億7,296万円
児童扶養手当支給経費 2億1,002万円
保育所管理運営経費 2億3,916万円
児童館管理運営経費 1億5,844万円
生活保護給付費 8億3,980万円

衛生費
地域･家庭医療センター運営経費 2,220万円
予防経費 1億3,190万円
健康増進経費 1億1,423万円
乳幼児医療給付費 7,345万円
子ども医療給付費 1億477万円
母子保健経費 4,777万円
浄化槽設置整備経費 1,967万円
塵芥処理経費 5億9,779万円

労働費
雇用促進対策経費 3,502万円

農林水産業費
農業振興対策経費 7,491万円
農地･水保全管理支払経費 4,614万円
中山間地域等対策経費 2億367万円
畜産振興対策経費 644万円
土地改良費 3億9,036万円
林業振興対策経費 2,459万円
森林環境交付金事業費 511万円

商工費
商工業振興対策経費 1億1,170万円
中小企業振興対策経費 5億1,495万円
観光振興諸費 1億1,333万円
観光施設管理経費 8,823万円
保養施設管理経費 1億5,070万円

土木費
道路橋梁維持経費 1億4,546万円
交通安全施設整備事業費 1,117万円
除雪経費 4億7,366万円
雪寒施設整備事業費 5,110万円
道路改良事業費 1億6,406万円
土地区画整理事業費 1億5,335万円
坂井・四ツ谷線街路事業費 2億2,021万円
公園管理経費 3,704万円
公営住宅管理経費 5,742万円

消防費
消防団運営経費 1億1,403万円
消防施設整備事業費 2,394万円
防災対策経費 1億2,411万円

教育費
小学校管理経費 4億7,427万円
中学校管理経費 1億7,812万円
生涯学習施設管理経費 2,450万円
喜多方プラサ管理経費 7,469万円
美術館運営経費 5,690万円
地区公民館運営経費 6,822万円
図書館運営経費 5,067万円
埋蔵文化財発掘調査経費 957万円
スポーツ振興経費 3,150万円
市民プール管理経費 1,003万円
体育館管理経費 4,560万円
学校給食経費 1億7,868万円

●平成25年度の一般会計主な歳出経費
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○
熊
倉
町
萩
平
地
内
外
拡
張
工
事

･･･

９
６
９
１
万
円

○
熱
塩
加
納
町
外
老
朽
石
綿
管
布
設
替
工

事
…
１
億
６
２
５
４
万
円

○
公
共
下
水
道
関
連
布
設
替
工
事

･･･

１
７
５
３
万
円

○
中
央
監
視
計
装
設
備
更
新
工
事

･･･

２
億
９
８
５
６
万
円

25
年
度
の
主
な
建
設
お
よ
び
改
良
工
事

（
税
込
）

区　分 決算額(税込)
水道事業収益 9億2,963万円
　営業収益 9億1,652万円
　営業外収益 1,311万円

区　分 決算額(税込)
資本的収入 9,536万円
　出資金 7,475万円
　負担金 2,059万円
　繰入金 2万円

給 水 件 数 1万5,122件
給 水 人 口 3万9,429人
年 間 配 水 量 481万5,702㎥
有 収 水 量 382万9,665㎥
有 収 率 79.5%

営　 業　 収　 益 8億7,305万円 営　 業　 費　 用 6億4,909万円
給水収益 8億4,915万円  　原水及び浄水費 1億2,205万円
その他の営業収益 2,390万円 　配水及び給水費 8,296万円

営 業 外 収 益 1,066万円 　総係費 1億2,600万円
他会計補助金 810万円 　減価償却費 2億9,695万円
受取利息及び配当金 57万円 　資産減耗費 2,113万円
雑収益 108万円 営 業 外 費 用 5,379万円

他会計繰入金 91万円 支払利息及び企業
債 取 扱 諸 費  5,377万円

　雑支出 2万円  
特　 別　 損　 失 228万円

過年度損益修正損 228万円
収 入 合 計 8億8,371万円 支　 出　 合　 計 7億516万円

資　産　の　部 負　債　の　部
固 定 資 産 135億5,479万円 固 定 負 債 2,476万円

有形固定資産 122億3,250万円 引 当 金 2,476万円
無形固定資産 13億2,229万円 流 動 負 債 3,265万円  

流 動 資 産 8億3,748万円 未 払 金 1,027万円
現 金 預 金 7億73万円 預 り 金 2,238万円
未 収 金 1億2,123万円 負 債 合 計 5,741万円
貯 蔵 品 1,552万円 資　本　の　部

繰 延 勘 定  68万円 資 本 金 82億2,177万円
控除対象外消費税 68万円 自 己 資 本 金 61億4,586万円

借 入 資 本 金 20億7,591万円 
　 剰 余 金 61億1,377万円

資 本 剰 余 金 59億3,522万円
利 益 剰 余 金 1億7,855万円

　 　 資 本 合 計 143億3,554万円
資 産 合 計 143億9,295万円 負債資本合計 143億9,295万円

区　分 決算額(税込)
水道事業費用 7億1,590万円
　営業費用 6億5,974万円

営業外費用 5,377万円
　特別損失 239万円

区　分 決算額(税込)
資本的支出 10億5,268万円
　拡張工事費 1億1,846万円
　建設改良費 6億3,233万円

企業債償還金 3億189万円

●損益計算書

●収益的収支

●資本的収支

●給水状況

収入

収入

支出

支出

●貸借対照表

○当年度純利益 1億7,855万円
○当年度末処分利益剰余金 1億7,855万円

（利益剰余金処分額…建設改良積立金 1億7,855万円）

収
益
的
収
支

収
益
的
収
支
は
、
水
道
水
を
つ
く
り
、

ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
た
め
の
経
費
で
、

収
入
総
額
が
９
億
２
９
６
３
万
円（
税

込
）、
費
用
総
額
が
７
億
１
５
９
０
万
円

（
税
込
）と
な
り
ま
し
た
。
損
益
計
算（
税

抜
）に
お
い
て
、
当
年
度
純
利
益
は
１
億

７
８
５
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
建
設

改
良
積
立
金
に
積
立
て
ま
し
た
。

  

資
本
的
収
支

資
本
的
収
支
は
、
施
設
の
整
備
や
水
道

管
の
布
設
工
事
な
ど
の
経
費
で
、
収
入
総

額
が
９
５
３
６
万
円（
税
込
）、
支
出
総
額

が
１０
億
５
２
６
８
万
円（
税
込
）と
な
り
、

収
入
不
足
額
９
億
５
７
３
２
万
円（
税
込
）

は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど

で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

水
道
課
業
務
班

☎（
２２
）１
５
６
１

平
成
25
年
度
水
道
事
業（
公
営
企
業
）の
決
算
状
況

問問
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平
成
２０
年
度
か
ら
過
疎
集
落
支
援
員
を
設
置
し
、
現
在

８
名
の
支
援
員
が
市
内
１６
対
象
集
落
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

支
援
員
は
、
市
職
員
と
連
携
し
な
が
ら
住
民
と
行
政
と

の
接
着
剤
的
役
割
と
し
て
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
進
む

農
山
村
集
落
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
、
集
落
の
巡
回
や

話
し
合
い
へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ
て
、
集
落
自
ら
が
将
来

を
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
や
活
性
化
へ
向
け
た
取
り
組

み
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

元
気
塾
と
は
、
高
齢
者
が
多
数
を
占
め
る
農
山
村
集
落

に
、
外
部
か
ら
の
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

人
的
支
援
に
よ
る
活
性
化
策
の
実
践
手
法
を
学
ぶ
場
で
す
。

今
年
度
は
、
塩
川
町
中
道
地
集
落
に
お
い
て
、
７
月
か

ら
１１
月
ま
で
に
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
各
地
区
か
ら
約
３０
名
の
参
加
者
が
、
む
ら
歩
き
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
、
集
落
の
お
宝（
歴
史･

文

化･

自
然
な
ど
）を
探
し
、
お
宝
を
活
か
す
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
う
な
ど
、
参
加
者
相
互
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
集

落
の
魅
力
を
発
見
す
る
手
法
を
学
び
ま
し
た
。

農
山
村
集
落
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
知
恵
を
出

し
合
い
、
協
力
し
合
え
る
人
材
が
何
よ
り
必
要
で
す
。

今
後
も
人
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
様
々
な
支
援
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

企
画
政
策
課
過
疎
地
域
集
落
対
策
室

☎（
２４
）５
２
０
９

「
過
疎
集
落
支
援
員
」
が
農
山
村
集
落
を
支
援

「
農
山
村
集
落
元
気
塾
」
で
活
性
化
の
手
法
を
学
ぶ

皆
さ
ん
も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
集
落
の
活
性
化

問問

平成26年度「農山村集落元気塾」のようす

過
疎
地
域
集
落
対
策
事
業

　
　
　
　

〜
活
力
あ
る
集
落
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

豊かな自然や文化など

　 農山村集落の持つ魅力を活かし、

　　　集落を活性化

重点
施策
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「
喜
多
方
市
男
女
共
生
の
つ
ど

い
」
は
、
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

男
女
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指

す
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
そ
の
実
行
委
員
長
を

務
め
、
今
年
で
４
年
目
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、「
喜
多
方
市
男
女

共
生
の
つ
ど
い
」
は
今
年
３
月

に
開
催
し
ま
す
が
、
第
１０
回
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
き
て
、

喜
多
方
市
は
男
女
共
生
に
関
し

て
男
性
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
会
議
や

会
合
な
ど
外
に
出
る
の
は
ま
だ

ま
だ
男
性
が
多
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
実
行
委
員
長
と

し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
男
女
共

生
社
会
の
実
現
を
呼
び
か
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

私
は
、
会
津
喜
多
方
商
工
会

議
所
青
年
部
に
所
属
し
て
お
り
、

今
年
度
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
話

す
こ
と
は
、
我
々
の
活
動
を
も

っ
て
、
ま
ち
の
全
て
を
輝
か
せ

で
な
く
い
か
に
自
分
た
ち
の
ま

ち
を
良
く
し
て
い
く
か
、
ま
ち

づ
く
り
に
ど
う
参
加
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
私
が
活
動
を
す
る

う
え
で
の
柱
で
あ
り
、
糧
と
な

っ
て
い
ま
す
。

私
が
、
日
ご
ろ
か
ら
意
識
し

て
い
る
こ
と
は
、
最
初
か
ら
だ

め
だ
と
思
う
の
で
は
な
く
、
挑

戦
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
挑
戦
な
く
し
て
成

功
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

挑
戦
し
た
結
果
が
た
と
え
う
ま

く
い
か
な
く
て
も
そ
こ
か
ら
得

る
も
の
が
あ
り
、
次
の
挑
戦
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

仕
事
や
子
育
て
に
忙
し
い
で

す
が
、
若
い
今
だ
か
ら
こ
そ
様
々

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
し
、
今
だ
か
ら

こ
そ
可
能
な
の
だ
と
も
思
え
ま

す
。
若
い
う
ち
は
失
敗
を
恐
れ

ず
、
率
先
し
て
挑
戦
し
て
み
た

い
で
す
。

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
２４
）５
２
０
８

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
挑
戦
を
続
け
る
五
十
嵐
健
展

さ
ん
の
活
動
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
ま

ち
の
一
部
だ
け
で
も
輝
か
せ
る

た
め
に
活
動
を
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
観
光
」
の
語
源
は
、
自
分
の

国
が
ど
れ
だ
け
光
っ
て
い
る
か

を
見
る
と
い
う
中
国
の
「
観
国

之
光
」
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。

青
年
部
の
取
り
組
み
は
、
喜

多
方
市
の
主
要
産
業
の
一
つ
で

あ
る
観
光
産
業
に
か
か
わ
り
合

い
を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
の
取
り
組
み
に
よ
り
す

ぐ
に
ま
ち
全
体
を
輝
か
せ
る
こ

と
は
困
難
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
一
隅
だ
け
で
も
照

ら
す
存
在
に
な
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
気
持
ち
を
み
ん
な
が
共
通

の
意
識
と
し
て
持
ち
な
が
ら
活

動
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

私
に
と
っ
て
会
津
喜
多
方
青

年
会
議
所
が
ま
ち
づ
く
り
の
活

動
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
私
は

２７
歳
か
ら
４０
歳
ま
で
在
籍
し
て

お
り
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の

交
流
に
つ
い
て
模
索
し
、
行
動

し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
先
輩
方
か
ら
自
分
た

ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
行
政
に
頼
る
だ
け

問問

五十嵐　健展　さん
1971年生まれ
　喜多方市男女共同参画審議会委員として長年活動しており、喜多方市男女共生のつ
どいに第1回から携わり、第7回からは実行委員長として企画・運営を行っている。
　また、会津喜多方商工会議所青年部会長としての活動を通して、地域活性化や交流
促進を図っている。

きらレポ －vol.10 － ～ 進めよう男女共同参画 ～

喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

喜
多
方
市
男
女
共
生
の
つ
ど
い
実
行
委
員
長

五
十
嵐
健
展  

さ
ん

に
聞
く

喜
多
方
市
男
女
共
生
の

つ
ど
い
の
活
動
を
通
じ
て

会
津
喜
多
方
商
工
会
議
所

青
年
部
の
活
動
を
通
じ
て

会
津
喜
多
方
青
年
会
議
所

の
活
動
か
ら
得
た
も
の

挑
戦
す
る
こ
と
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増
え
て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん
！

進
行
す
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
無
い
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

を
予
防
し
よ
う

大
腸
が
ん
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○
高
脂
肪
食
は
発
が
ん
物
質
を
増
や
す

脂
肪
の
多
い
肉
な
ど
を
食
べ
る
と
、
消

化
液
で
あ
る
胆
汁
の
分
泌
が
増
え
ま
す
。

大
腸
の
中
に
住
ん
で
い
る
細
菌
に
は
、

胆
汁
を
二
次
胆
汁
酸
と
い
う
発
が
ん
物
質

に
変
え
る
も
の
が
あ
り
、
高
脂
肪
食
を
た

く
さ
ん
食
べ
て
、
た
く
さ
ん
胆
汁
酸
が
分

泌
さ
れ
る
と
便
中
の
二
次
胆
汁
酸（
発
が

ん
物
質
）が
増
え
て
、
大
腸
が
ん
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

○
食
物
繊
維
は
と
っ
て
も
大
切

食
物
繊
維
の
多
く
は
消
化
さ
れ
な
い
の

で
、
食
べ
れ
ば
食
べ
る
ほ
ど
便
の
量
が
増

え
、
発
が
ん
物
質
で
あ
る
二
次
胆
汁
酸
は

薄
ま
り
ま
す
。
ま
た
便
の
量
が
増
え
、
腸

内
の
滞
在
時
間
が
短
く
な
る
と
、
大
腸
粘

膜
を
刺
激
す
る
時
間
も
短
縮
さ
れ
ま
す
。

○
血
便

○
便
が
細
く
な
る

○
残
便
感

○
下
痢
と
便
秘
の
繰
り
返
し

○
腹
痛

こ
れ
ら
は
大
腸
が
ん
が
お
き
や
す
い
症

１
割
は
遺
伝

１
割

９
割
は
食
事
が
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
ン
ト

状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
方
は
、

医
療
機
関
で
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
肛
門
か
ら
離
れ
た
部
位
で
の
が

ん
は
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
出
な
か
っ
た
り
、

血
便
を
痔
と
勘
違
い
し
て
受
診
が
遅
れ
た

り
す
る
場
合
も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。早

期
発
見
の
た
め
に
は
、
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
最
も
簡
単
に
受
け

ら
れ
る
検
診
に
「
便
潜
血
検
査
」
が
あ
り

ま
す
。

便
潜
血
反
応
検
査
で
は
、
便
に
潜
む
血

液
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。
２
日
分
の
便
の

一
部
を
容
器
に
入
れ
て
提
出
す
る
だ
け
の

検
査
で
す
。

大
腸
が
ん
や
ポ
リ
ー
プ
な
ど
が
あ
る
場

合
は
、
大
腸
の
中
の
便
が
病
巣
を
探
る
よ

う
に
通
過
す
る
た
め
、
患
部
か
ら
若
干
出

血
が
あ
り
ま
す
。
検
査
で
は
そ
の
わ
ず
か

な
出
血
の
有
無
を
検
知
し
ま
す
。

１
年
に
１
回
は
便
潜
血
検
査
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

保
健
課
健
康
班
☎（
２４
）５
２
２
３

栄養士の
知って役立つ  健康レシピ

【材料（約3～4人分）】【材【材料（約3～4人分）】
じゃが芋2個、大根5㎝、人参1本じゃが芋2個、大根5㎝、人参1本
玉ねぎ中1個、キャベツ1/3個、鶏肉1枚玉ねぎ中1個、キャベツ1/3個、鶏肉1枚
しょうが薄切2枚、にんにく1片　　　　しょょうが薄切2枚、にんにく1片しょうが薄切2枚、にんにく1片　
ブロッコリー1/2房、水5～6カップブブロッコリー1/2房、水5～6カップ
固形ブイヨン3個、塩･コショウ 適宜、ローリエ固形ブイヨン3個、塩･コショウ 適宜、ローリエ
の葉1枚の葉1枚

【作り方】【作り方】
①　野菜は皮をむき、全て乱切りにする。①① 野菜は皮をむき、全て乱切りにする。①① 野菜は皮をむき、全て乱切りにする①　野菜は皮をむき、全て乱切りにする。
②　にんにく、しょうがは薄切りにする。②②　にんにく、しょうがは薄切りにする。②②② がは薄切りにす② 薄②　にんにく、しょうがは薄切りにする。
③　鶏肉は一口大に切り塩・コショウで下味を③　鶏肉は一口大に切り塩・コショウで下味を
　　つける。つける。
④　鍋に水、にんにく、しょうが、固形ブイヨン、④　鍋に水、にんにく、しょうが、固形ブイヨン、

れ　　ローリエの葉を入れて煮立て、鶏肉を入れローリエの葉を入れて煮立て、鶏肉を入れ
　　アクを取る。　 アクを取る。アクを取る。
⑤　④に野菜を加え、柔らかくなるまで煮、器⑤ ④に野菜を加え 柔らかくなるまで煮 器⑤　④に野菜を加え、柔らかくなるまで煮、器
　　に盛り付ける。に盛り付ける。
※具材はお好みで代用可※具材はお好みで代用可
大根⇒かぶ、鶏肉⇒ベーコン、ウインナー 他 れ大根⇒かぶ、鶏肉⇒ベーコン、ウインナー 他 れ

す。おいしくできますいおおいんこん、ごぼうなどを加えてもお 。ぼうなどを加えてもおいしくできまおをんこん、ごぼうなどを加えてもおいしくできますんこん、ごぼうなどを加えてもおいしくできます。

＊＊冬野菜のポトフ＊＊

今月のメニュー

食べ物、飲み物の温度が身体の「冷え」に大きく関わ
ります。冷えを防ぐには、できるだけ温かいものを食
べて内臓を温めましょう。そうすることで代謝もアッ
プします！

ポイント

《 冷えを予防する 》
　身体の｢冷え」は言いかえると「血行不良」と言えます。
体の隅々に走っている毛細血管が縮み暖かい血液が流
れない状態のとき、手足の先が冷えることを体感しま
す。冷えは普段の食事や生活習慣で改善できます。

問問

こ
ん
な
症
状
は
要
注
意

早
期
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
完
治
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や
ゴ
ー
ル
後
の
「
お
も
て
な
し
会
場（
薬

草
園
内
）」
特
設
ス
テ
ー
ジ（
約
１０
㍍
×
約

３
㍍
）で
の
演
技
な
ど

○
出
演
数
は
、
２
〜
３
団
体（
人
）を
予
定

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会

で
選
考
）

○
演
技
内
容
な
ど
は
、
事
務
局
と
協
議
の

う
え
決
定

◆
申
し
込
み
方
法

出
店
・
出
演
と
も
に
、
生
涯
学
習
課
に

備
え
付
け
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、

２
月
２７
日（
金
）ま
で
に
提
出
願
い
ま
す
。

※
桜
ウ
ォ
ー
ク
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者

募
集
に
つ
い
て
は
、
広
報
き
た
か
た
３
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

桜
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
内
）

☎（
２４
）５
３
１
９

《
募
集
内
容
》

◆
出
店（
個
人･

団
体
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
地
元
特
産
品
な
ど
の
無
償
提
供
ま
た
は

販
売
と
し
、
喜
多
方
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
も
の
。
な
お
、
販
売
の
場
合
、
出

店
料
が
発
生
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
出
店
ス
ペ
ー
ス
は
、
テ
ン
ト
１
張
り
、

ま
た
は
そ
の
半
分

○
出
店
数
は
、
４
〜
５
店
を
予
定（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、実
行
委
員
会
で
選
考
）

○
提
供（
販
売
）方
法
や
場
所
な
ど
は
、

事
務
局
と
の
協
議
の
う
え
決
定

◆
出
演（
個
人･
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
喜
多
方
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
内

容
の
も
の

○
場
所
は
、
開
会
式
前
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場

４
月
２５
日（
土
）に
押
切
川
公
園
ス
ポ
ー

ツ
広
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
か
れ

る
「
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜
ウ
ォ
ー
ク
２
０

１
５
」
で
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
以
外
で
も
満
足
い
た
だ
け
る

「
喜
多
方
流
お
も
て
な
し
」
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
例
年
、
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
、
な

め
こ
汁
な
ど
の
振
る
舞
い
や
地
元
産
品
の

販
売
の
ほ
か
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
の
演
技

な
ど
を
披
露
し
て
お
り
ま
す
。

春
の
喜
多
方
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
盛
り
上
げ
参
加

者
を
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
当
日
に
出
店
・

出
演
い
た
だ
け
る
方（
団
体
）を
募
集
し
ま

す
。

行ってみよう！  見てみよう！  やってみよう！

生涯学習の広場

蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
５

  

出
店
・
出
演
者
募
集
!!

▲薬草園内（押切川公園体育館の北側）

＜出店の様子＞

＜出演の様子＞

喜多方市人づくりの指針『ロゴマーク』

問問
申申
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し
た
方
や
、
す
で
に
１０
回
利
用
さ
れ
た
方

な
ど
は
、
助
成
金
の
請
求
書
な
ど
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
助
成
制
度
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
の
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
助
成
金
請
求
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
喜
多
方
市
屋
内
プ
ー
ル
利
用
助
成
申
請

書

②
請
求
書

③
利
用
者
カ
ー
ド

④
振
込
先
の
わ
か
る
も
の（
通
帳
な
ど
）

⑤
印
鑑（
申
請
・
請
求
書
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２４
）５
３
１
９
ま
た
は
各
総
合
支
所
教

育
課「

人
づ
く
り
の
指
針
」
は
、
郷
土
の
発

展
に
尽
く
し
た
先
人（
瓜
生
岩
子
氏
・
蓮

沼
門
三
氏
）や
、
藤
樹
学
の
教
え
を
尊
重

し
、
ま
た
、
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化
、

伝
統
な
ど
を
踏
ま
え
策
定
さ
れ
、
家
庭
や

地
域
社
会
、
学
校
そ
し
て
行
政
な
ど
の
関

今
年
度
の
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
優
良
団

体
と
し
て
、
喜
多
方
第
二
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
永
年
の
活
動
を
通
し
て
青

少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
、
ま
た
、
保
護

者
会
の
積
極
的
支
援
体
制
の
も
と
で
の
充

実
し
た
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２４
）５
３
１
９

喜
多
方
市
民
プ
ー
ル
の
営
業
期
間
外

に
、
会
津
若
松
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル

を
利
用
し
た
際
、
利
用
料
金
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
が
、
当
該
制
度
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
で
、
今
年
度
の
利
用
を
終
了

福
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

優
良
団
体
表
彰

屋
内
プ
ー
ル
利
用
助
成
制
度
を

利
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

【
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
】講
演
会

〜「
愛
と
汗
」で
人
づ
く
り
、明
る
い
社
会
づ
く
り
〜

蓮
沼
門
三
氏
と「
人
づ
く
り
の
指
針
」に
つ
い
て

係
機
関
に
お
い
て
、
そ
の
実
現
を
目
指
す

努
力
目
標
で
す
。

今
回
は
、
山
都
町
生
ま
れ
で
、
社
会
教

育
の
先
駆
者
と
し
て
尽
力
し
た
蓮
沼
門
三

氏
の
生
き
方
、
考
え
方
に
ふ
れ
な
が
ら
、

喜
多
方
市
の
「
人
づ
く
り
の
指
針
」
に
こ

め
ら
れ
た
内
容
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
す
。

◆
日
時

３
月
９
日（
月
）
午
後
３
時
〜

◆
場
所

喜
多
方
プ
ラ
ザ

第
二
会
議
室

◆
講
師

小
島
雄
一
氏（
喜
多
方
市
人
づ

く
り
の
指
針
推
進
委
員
）

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２４
）５
３
１
８

問問

問問
申申

問問
申申


